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◆あり方検討会３年目の成果として、下記の内容を提案する。 

・多くの地方都市では、これから人口減少に起因する様々な課題が顕在化する。特に、下記に示

す項目は国全体に関わる課題であり、今後、ＪＵＤＩとしても取り組む価値がある。 

① 増加する空き地と空き家の対策（全国の地方都市に共通） 

② その問題を前提とした地方都市空間の再編成 

③ 人口減少時代の自立可能な地方経済の再構築 

④ 集落撤退（消滅）の対応（撤退方法や現状の記録） 

⑤ 地域の負担となっている公共施設の新たな運営方法 

・地域ブロックごとに、地域の特性を踏まえてこの課題に取り組む必要がある。 

・今後のＪＵＤＩのあり方は、上記のような社会的に重要な課題を設定して運営を行うことが望

ましい姿であり、それによって社会に対するメッセージ性を高めて行く必要がある。 

・また、国全体に関わる課題であるため、公的な研究予算（科研費、等）の獲得が可能と考える。 

・さらに、ブロックが主体的に活動を実践する「ボトムアップ型」の活動とし、代表幹事会や委

員会がその活動を補佐・支援する運営方法が望ましい。こうすることによって、自ずとＪＵＤ

Ｉ全体の活動の方向が刷新されることにつながると考える。 

文責：斉藤浩治（東北ブロック）

ＪＵＤＩは 

ブロック活動を基本とし 

社会構造の変化を踏まえた 

新しい都市デザインを提案する。 

社会的背景 
・人口減少、地域の衰退 
・大都市への人口流入 
・都市構造の大きな変化 

代表幹事会 

課題設定型 
活動へ転換 

ボトム 
アップ型 

支援 

代表幹事会はブロック活動
を支援する 

今後取り組むべき課題（案） 

① 空き地・空き家の対策 

② 都市空間の再構築 

③ 自立可能な地域経済の確立 

④ 地域撤退の記録 

⑤ 公共施設の今後の運営 

指定課題 

基本方針 

プロジェクト活動 

委員会活動 

自由課題ではなく、指定課題
に対しての活動計画を立案
し、実践する 

オープンな活動 
外部への発言・発信

公的な活動予算の獲得
（科研費、等） 


